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１面 第５旅団創立２０周年・帯広駐屯地創
設７３周年記念行事

２面 第５旅団長・駐屯地司令感謝状贈呈式
第５旅団レンジャー集合教育

３面 防衛講話・指揮所展示及び装備品展示
常呂川・網走川総合水防演習

４面 広報用ヘリ夜間ライトアップ

格闘展示

訓練展示

音楽演奏で楽しくて
子供達が踊りだす

多くの来場者で賑わう

広報コーナー

観閲行進

観閲式典

第５旅団（旅団長 鳥海陸将補）は、６月１６日（日）、帯
広駐屯地において、「躍進～地域とともに～」をテーマに第５
旅団創立２０周年及び帯広駐屯地創設７３周年記念行事を挙行
しました。
記念行事は、第５旅団隷下部隊及び帯広駐屯地所在部隊が整
列する観閲式典から始まり、同式典の式辞において第５旅団長
は「第５旅団が創立されて以来、２０周年の節目の年になりま
すが、道東の各駐屯地が記念行事を開催できるのは地域の皆様
のおかげであります。第５旅団は、この国の領土を断固として
守り抜く決意を新たに、全隊員がますます強く、健全に職務に
邁進していきます」と述べ、また、多くの来賓から第５旅団及
び帯広駐屯地に対する信頼と強い期待が込められたご祝辞を頂
きました。
観閲式典終了後の観閲行進では、第５音楽隊による車両行進

曲に合わせて、様々な自衛隊車両・航空機が力強く行進して、
自衛隊の精強さを広報しました。続いて、本記念行事では初の
己と仲間を守るために必要な格闘術（基礎技術から応用技術）
を隊員５０名により展示するとともに、その後の増強普通科中
隊による攻撃行動場面の戦闘訓練を、迫力とスピード感のある
要素を含めて展示して、約５０００名の来場者を終始魅了しま
した。その他のイベントとして、大人気の戦車等体験搭乗、装
備品展示、模擬売店、チビッコ広場、部外団体によるアトラク
ションなどが展開され、また、普段見られるトラクターや消防
車など地域との連携を含め、子供から大人まで幅広い年代に満
喫してもらい盛大に終了しました。
本記念行事を通じて、部隊の真の姿を広報したことにより、

第５旅団及び帯広駐屯地に対する信頼感と親近感を醸成して理
解を得ることができました。第５旅団は、これからも地域の皆
様と寄り添い、任務に邁進していきます。

躍進～地域とともに～
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４万回再生
を超える！

令和６年度第５旅団レンジャー集合教育

基礎訓練で最も過酷な１０マイル走
行動訓練に必要な体力と精神力の基盤を確立

第５旅団は、６月１２日（水）、帯広駐屯地において、令和
６年度第５旅団レンジャー集合教育（第４普通科連隊が担任）
の基礎訓練で最も過酷な体力調整３－３（１０マイル走）を実
施しました。
本訓練は、体力向上運動と１０マイル走での体力評価を行い、

教育後半の行動訓練に必要な体力・精神力の基盤を確立させる
ことが目的であり、当初、懸垂、腕立て伏せ、屈み跳躍等の体
力向上運動を実施して、引き続く１０マイル走では、レン
ジャー学生がレンジャー旗を高く掲げて気持ちを奮起させつつ、
レンジャー呼称により、全員で声を出しながら一致団結して走
りました。終盤では「心臓破りの坂」と呼ばれる急勾配な坂を
激走したことにより、身体には強烈な負荷がかかり、汗で迷彩
服の色が変わってしまうくらい体力は消耗して限界を迎えてし
まいそうになりました。
それでも、原隊の隊員達からの激励・応援や、ここまで一緒

に乗り越えてきた仲間と共に「レンジャー隊員になる」という
強い思いが支えになり、不撓不屈の精神で最後まで走り切るこ
とが出来ました。
レンジャー学生は、これから後半の実戦状況を想定した行動

訓練に移行していきますが、更なる過酷な状況に対して、ダイ
ヤモンドのような固い意志を表すレンジャー徽章を手に入れる
ため、引き続き頑張っていきます。

第５旅団創立２０周年及び帯広駐屯地創設７３周年
記念行事において、第５旅団長及び駐屯地司令感謝状
贈呈式を実施して、第５旅団及び帯広駐屯地に対して
日頃からご支援頂いた方々に貢献された方々に感謝の
意を込めて感謝状を贈呈しました。

令和６年度第５旅団レンジャー

養成集合教育開始

１０マイル走

各部隊等からの激励を
支えに走り切る

駐屯地司令感謝状贈呈式

第５旅団長感謝状贈呈式
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第５旅団は、５月２８日（火）、ホテルグランテラス帯広におい
て、北海道自衛隊駐屯地等連絡協議会の定期総会で、鳥海旅団長が
防衛講話を行うとともに、帯広駐屯地において、第５旅団司令部の
指揮所展示及び装備品展示を実施しました。
防衛講話では、鳥海旅団長が「変化する安全保障環境と自衛隊」

を演題に、北海道の歴史、安全保障環境、第５旅団の概要及び活動
状況等について説明し、指揮所展示では、ＵＡＶ情報、衛星情報、
３Ｄ情報等のイメージ画像を表示しつつ、陸上自衛隊で取り組んで
いるシステムを活用した指揮幕僚活動（①敵の侵攻説明、②国民保
護、③敵の侵攻を３自衛隊による陸、海、空、サイバー、電磁波領
域における領域横断作戦により阻止する場面）についてご覧いただ
きました。
装備品展示では、３機種のヘリコプター（ＵＨ－１Ｊ、ＡＨ－１
Ｓ、ＯＨ－１）、２機種の無人偵察機（ＳＥ２、災害用ドローン）
についてパネルを活用して性能等を説明し、引き続き災害用ドロー
ンの飛行展示をしました。同ドローンは、各種災害時に地上からの
接近が困難な地域の被災状況の把握等における情報収集で活用する
ことから、実際に飛行してドローンから見える映像をモニターに出
力して空中からの見え方を紹介しました。
本支援を通じて、第５旅団の任務遂行状況と帯広駐屯地に対する

理解の促進を図ることができました。これからも第５旅団及び帯広
駐屯地は適時に情報を発信して、自衛隊への親しみを深めてもらえ
るよう、第５旅団は取り組んでいきます。

北海道自衛隊駐屯地等連絡協議会の定期総会に
おける防衛講話に併せた指揮所展示及び装備品展示

▲防衛講話

▲指揮所展示

第５旅団は、６月１日（土）、北見市川東地先におい
て、令和６年度常呂川・網走川連合総合水防演習に参加
しました。
本演習は、北見市長から要請を受けた北海道知事の災
害派遣要請（常呂川、網走川流域における大雨洪水）に
より自衛隊が出動するという想定で、各機関の代表及び
第５旅団司令部員が集合して、被災状況の報告及び情報
を共有する災害対策現地合同本部会議を実施して、第４
普通科連隊が災害用ドローンによる被災状況を調査、第
５特科隊が水防工法の一つである釜段工を作成しつつ、
第２７普通科連隊が野外炊具１号（改）を活用した炊き
出しを実施しました。特に、釜段工の作成においては、
自衛隊ならではの丁寧かつ組織的な作業が展示され、そ
の完成度の高さに感心の声が上がりました。その他、地
域交流会場では、第４普通科連隊の人命救助セット体験
や第５施設隊の０７式機動支援橋展示をしました。
第５旅団は、本演習を通じて、若年隊員に釜段工作成
の技術を伝授し、水防技術を向上させるとともに、各防
災関係機関との関係を強化しました。これからも、日々
訓練に励み、あらゆる災害から地域を守るために備えて
いきます。

完成

被災状況調査

▲装備品展示

釜段工の作成

水防技術を向上
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第５旅団
ホームページ

検 索 各種イベントや部隊の紹介、過去の「ひがし北海道だより」など情報が盛り
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▲井川駐屯地司令

▲鳥海旅団長

鳥海旅団長及び井川駐屯地司令は、６
月２８日（金）、月ごとの帯広駐屯地慰
霊碑参拝を行いました。

鳥海旅団長・井川駐屯地司令

帯広駐屯地慰霊碑参拝

旅団長・駐
屯地司令は、
帯広駐屯地の
所属隊員二十
二柱の御霊に
衷心より、敬
意と感謝の念
を捧げて哀悼
の意を表すと
ともに、日夜
地域のために
精励する旅団
・帯広駐屯地
全隊員の安全、
我が国の平和
と繁栄を祈願
しております。

広報用ヘリが夜間に
ライトアップされる

帯広駐屯地（司令 井川１佐）は、駐屯地正門横
の広報用ＡＨ－１Ｓ及び広報用ＯＨ－６（以下広報
用ヘリ等）に対し、ライトアップのためのＬＥＤラ
イト設置工事を完了し、 ５月１７日（金）から広報
用ヘリ等の夜間ライトアップを開始しました。
夜間ライトアップは、日没から夜１１時までを基
準として実施しており、早速、帰宅する方や下校す
る学生等が関心を寄せる様子も確認されました。
今後は、各種イベント・記念日等に、それぞれの
日にちなんだ色によるライトアップを実施する予定
であり、広報用ヘリによる広報効果の向上が期待さ
れます。

広報効果に期待高まる


